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③
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日 月 火 水 木 金 土

備考　１．セメスター制授業の場合，第１・第２クォーター，第３・第４クォーターで①～⑯とする。
　　　２．夏季休業期間中（8/7～9/30）の８月７日㈬，９月28日㈯，９月30日㈪は，授業を実施する。
　　　３．冬季休業期間中（12/24～1/7）の12月24日㈫，１月７日㈫は，授業を実施する。

学則：休業日　　第８条２項　学長が必要があると認めるときは，休業日を変更し，又は臨時に休業日を定めることがある。

平成30年度 工学部授業日程カレンダー

注）編成方針：平成20年６月11日教育研究評議会「愛媛大学における授業日程の見直しについて」抜粋
　　１．特段の事情のある科目を除き２月18日には後学期の授業を終了する。
　　２．授業日程を確保できない曜日がある場合には，その曜日の不足分を余裕のある他の曜日に振り替える。
　　３．曜日によっては，９月の最終週から授業を開始できる。
　　４．必要がある場合は，12月24日に授業を実施できる。
　　５．さらに必要が生じた場合には，祝日を休業日とせず，他の適当な平日に休業日を振り替えることを考慮する。
　　６．専門教育で，部分的に共通教育とは別の授業日程を使用せざるを得ない場合でも，他学部や他学科の学生の履修に
　　　　可能な限り不都合を生じさせないよう配慮する。
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Ⅰ�さあ，受ける授業を登録しよう！�

2

1．授業について�
    の予備知識�

2．授業登録の�
　 必需品�

各時限の授業時
間は「90分」です。
この授業時間を

「１コマ」と呼びます。�

授業には，次のようなものがあります。�
●　講　義�
●　演　習�
●　実験・実習�
クォーター科目の授業期間は８週，セメスター科目の期間は１５週です。�
�
�
夏季・冬季休業中，又は通常授業期間中に集中的に開講される講義です。�
開講時期等については，常に掲示を確認してください。�
�
�
授業時間は，次のとおりです。�
�

集中講義とは�

●　各学期始め（４月，９月）に教育支援課工学部チームの窓口で配付します。�
●　科目番号，授業科目名，開講曜日，時限，担当教員名，教室が示されてい
ます。自分の受けようとする授業科目が開講されているか，曜日・時限が
重複していないかを確認してください。�

　　なお，授業時間割発表後，授業時間及び教室が変更される場合があります
ので，常に掲示とＷＥＢで確認してください。�

�
�
�
�
●　受講できる科目，開講年度，単位数，卒業要件など，卒業するために必要
なことが書かれていますのでよく読んでください。卒業まで使用しますの
で大切に保管してください。�

　　なお，在学期間中に変更される場合がありますので，掲示や読替え表で確
認してください。�

�
�
�
�
●　共通教育科目の履修方法が書かれていますので，よく読んで履修登録を行
ってください。�

1．授業時間割表�

2．履修の手引�

3．共通教育履修案内�

第 1 時 限 �

第 2 時 限 �

第 3 時 限 �

第 4 時 限 �

第 5 時 限 �

　8：30～10：00�

10：20～11：50�

12：40～14：10�

14：30～16：00�

16：20～17：50

掲示場所については�
P24参照�
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●　各科目の授業の目的，スケジュール，教材，授業評価に関わる情報などが
詳しく書かれていますので履修の参考にしてください。�

　　（共通教育シラバスについてもＷＥＢで確認してください。）�
�
�
�
�
●　卒業までの４年間使用しますので忘れないように保管しておいてください。�
●　履修登録では修学支援システムにログインする際に必要になります。�
●　アカウントとパスワードを忘れてしまった場合は，学生証を持参のうえ，
総合情報メディアセンター事務室で再交付の手続きを行って下さい。�

�
�
�
�
●　年度始め（４月）に教育支援課工学部チームの窓口に掲示します。�
　　工学部ホームページからも確認することができます。�
　　http://www.eng.ehime-u.ac.jp/student/risyu_tebiki/�
●　読替え表の中で「特別指導」となっている授業科目はそこに記載されてい
る教員の指示を受けてください。�

4．授業計画（シラバス）�

6．読 替 え 表�

5．アカウントとパスワード�

なお，シラバスは修学支
援システムから閲覧でき
ます。�

愛媛大学は，学生の皆さんに優れた情報サービスを提供するため，
「愛媛大学修学支援システム」を導入しています。履修登録，成績
確認，休講・補講のお知らせなど履修に関する様々な手続きをＷＥ
Ｂ上で行うことができます。�

修学支援システムについて�

読替え表とは�
よみ�か� ひょう�

入学時に受け取った「履
修の手引」（教育課程表）
から，履修しようとする
授業科目名が変更してい
る場合があります。その
ような科目を「読替え科
目」といい，「旧科目名」
と「新科目名」の対応表
を「読替え表」といいま
す。「読替え表」では，「新
科目名」で登録できるよ
う配慮されています。�

注 意 事 項�

●　既に単位を修得した授業科目と同一科目名（読替え科目を含む）の授
業を再度履修することはできません。�

�
●　工学部では，３年次後学期終了までに必要な単位を修得しなければ，
「卒業研究」を履修できません。「履修の手引」に記載されている「卒
業研究履修要件」をよく確認し，３年次後学期終了までに必ず所定の
単位を修得してください。�
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3．授業登録完了�
　 までの流れ�

共
通
教
育�

抽
　
選�

抽
選
結
果
の�

　
　
　
確
認�

再
登
録�履

修

登

録�

授

業

開

始�

履
修
登
録
修
正�

完
　
　
了�

専
門
教
育�

共通教育については，「共
通教育履修案内」を参照
してください。�

（１）履修計画を立てる�

履修の手引，時間割表，シラバスを確認し，履修計画を立てましょう。�
�
�
�
　４月初旬に実施される「履修登録」の際に，「履修登録ワークシート」を基に履修登録を行います。�
�
�
�
�
　履修の手引，時間割表，シラバスを基に各自で履修計画を立てて，履修登録を行います。学生生活担当教員や
チューターの先生と相談するなどして，履修計画を立ててください。�
　また，履修登録期間は掲示板に掲示されますので，期間を確認し，登録期間内に履修登録を行ってください。�

（２）修学支援システムへログインする�

　修学支援システムへは，学内のパソコンを利用するために入学時に大学から配付されるアカウントとパスワ
ードを利用してログインします。�
　［ＩＤ］にアカウントを，［パスワード］にパスワードを入力し，［ログイン］をクリックします。�

アカウントとパスワードが不明な場合は学生証を�
持参し，総合情報メディアセンター事務室で所定�
の手続きを行ってください。�

アカウントとパスワード�
を入力して，［ログイン］�
をクリック�

※パスワードの変更方法は総合情報メディアセンターホ
ームページで確認してください。�
　総合情報メディアセンターセンタートップ画面→セン
ター計算機利用［パスワード変更］をクリック。�

１ 年 前 学 期�

１年後学期以降�
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（３）履修登録をする�

【履修登録～抽選まで】�

トップページで，［履修登録］をクリックします。�
履修学期が変わると，履修登録を行う前に本人

宿所情報と保証人情報の確認画面が表示されます。
内容を確認・変更の上，履修登録を行ってください。�

1 時間割形式の履修登録画面が表示されます。�
登録したい曜日・時限の［追加］ボタンをクリ

ックします。�

2

●変更がない場合�
→［履修登録開始］をクリックして②へ�
●変更がある場合�
→［変更］をクリックして内容を修正し
てください。�

本人氏名に変更があった場合は学部等窓
口で所定の手続きを行ってください。�
�
保証人情報に変更があった場合は、シス
テムで変更した後、学部等窓口で所定の
手続きを行ってください。�

履修登録をしない場合は［今学期
は履修しない］をチェックし，［登
録］をクリックします。�
※履修登録期間中であれば，この
操作を行った後でも履修登録は
可能です。�

●本人宿所情報� ●保証人情報�
初期状態は空白です。必
ず入力をしてください。�

［変更内容を登録する］
クリック�

［変更内容を登録する］
クリック�

修正を行った場合は窓口で所
定の手続きを行ってください。�

［確認画面に進む］クリック�

［追加］クリック�

［戻る］クリック�

［履修登録開始］クリック�

［確認画面に進む］�
クリック�
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時間割一覧が表示されるので，希望する時間割
の［追加］ボタンをクリックします。全て入力

したら履修登録は完了です。�

3

［登録者数］は現在の履修
登録者数を示します。�

［追加］クリック�

［追加］クリック�

［追加］クリック�

［自学科自］クリック�

［教職学芸員科目］
クリック�

【共通教育科目】�
共通教育科目のコマの背景は水色になります。�

●エラー画面が表示された場合�
　履修対象外の科目や，他学部科目等ｗｅｂからの登
録が許可されていない科目を登録しようとすると以下
のようなメッセージが表示され，追加できません。�
�
�
�
�
�
　エラー内容が不明な場合は教育支援課工学部チーム
にお問合せください。�
�
　また，通年科目，抽選で当選となった科目，窓口申請
するなどして特別許可で履修登録された科目はコマの
背景が青色で表示され，履修登録の変更は行えません。�

【自学科，自コース科目】�
［自学科自コース］をクリックすると自学科，自コース科目の
コマの背景は緑色になります。�

【教職，学芸員科目】�
［教職学芸員］をクリックすると教職，学芸員科目のコマの背
景は緑色になります。�

第１希望追加時�

他学部・他コース履修は申請用紙に基づき窓口で
手続きが行えます。履修希望の方は教育支援課工
学部チームで履修登録期間内に所定の手続きを行
ってください。（Ｐ７参照）�

他学部・他コース履修登録について�

　抽選後以降の操作やその他の機能については，
ｗｅｂより「修学支援システム利用のてびき」を
参照してください。�

注 意 事 項�

「本人宿所情報」と「保証人情報」に未記入や間
違いがあると，重要なお知らせが届かないことが
ありますので，正確に記入漏れのないようにして
ください。�
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★他学部・他学科・他コースの授業科目を履修するときは…�

・必要事項を記入の上，授業担当教員と学科長の承認印を得て，教育支援課工学部チームに提出してください。�

● 

他
学
科
・
他
コ
ー
ス
等
授
業
科
目
履
修
願�

● 

他
学
部
授
業
科
目
履
修
願�

● 

履
修
登
録
科
目
取
消
届�

● 
履
修
登
録
科
目
追
加
願�

・ＷＥＢの履修登録期間を過ぎて履修登録を追加・削除（※＊取消期間中に限る）したい場合は「履修登録科目追加
願」の提出が必要です。必要事項を記入の上，学生生活担当教員，授業担当教員の承認印を得て，教育支援課工
学部チームまで提出してください。工学部チームで履修登録の追加・削除処理を行います。�
　取消さなかった科目は成績評価の対象科目となり，全学共通ＧＰＡの計算式に入ります。�
　�
＊取消期間…各授業科目につき，開講時数に対応する授業の回数が１５回の場合は６回目の授業が始まるまで，８回の場合は４回目の

授業が始まるまで，それ以外の場合は開講回数に３分の１を乗じて得られた数（小数点以下切り上げ）に１を加えた回
数の授業が始まるまでとなります。ただし既に欠席が開講回数の３分の１を超えている場合の取消は認められません。�



教育支援課共通教育チーム�

担  当�担  当�

教育支援課工学部チーム�

担  当�担  当�

Ⅱ�単位はいつもらえるの？�
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1．まず，学期末�
　 試験を受ける�

①学期始めにその授業科
目を履修登録している
こと�

②その授業科目の開講時
間数の３分の２以上出
席していること（「欠席
届」P12参照）。�

�

学期末試験受験資格�

学期末試験について�

クォーター授業については１Ｑ（５月下旬頃）・２Ｑ（７月下
旬頃）・３Ｑ（11月下旬頃）・４Ｑ（２月上旬頃）に実施します。�
セメスター授業については前学期（７月下旬頃）・後学期（２
月上旬頃）に実施します。シラバスにも情報があります。�
各科目の試験日は，各授業担当教員から指示があります。�
また，セメスター授業については修学支援システムからも確
認できます。�
修学支援システムからの定期試験時間割閲覧については，前
期（６月上旬），後期（１２月上旬）に掲示にてお知らせします。�
なお，科目によっては，中間試験が実施されますので，担当
教員の指示に従ってください。�
�
�
次に挙げる事情によって，学期末試験日に受験できなかった
学生に対しては，追試験を許可する場合があります。�
①病気・負傷�
②二親等以内の親族の危篤又は忌引き�
③就職試験又は大学院入学者選抜試験の受験�
④教育実習�
⑤共通教育関係科目（「初年次科目（新入生セミナーＡ，新入
生セミナーＢを除く）」「基礎科目」「教養科目」）においては，
上記①～④の他，共通教育センター長がやむを得ない事情と
認めるもの�
　専門教育関係科目（「新入生セミナーＡ」「新入生セミナーＢ」
「専門基礎科目」「専門科目」）においては，上記①～④の他，
工学部長がやむを得ない事情と認めるもの�
�
�
�
　なお，追試験を受けようとする場合は，なるべく早く担当
窓口で相談（もしくは連絡）し，指示を受けてください（「追試
験願」を受け取り，当該授業担当教員の承認印を得て提出し
てください）。�

学期末試験�

追　試　験�

共通教育�
関係科目�

専門教育�
関係科目�
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受験上の注意�

●　受験に際しては，学生証を持参し，机上に提示しなければなりません。当
日，学生証を忘れた場合は，当該試験開始前に教育支援課工学部チームの
窓口で「仮学生証」の交付を受けてください。なお，学生証又は仮学生証を
提示しない場合は，受験を認められないことがあります。また，仮学生証の
有効期限は発行日のみとなります。試験終了後，必ず返却をしてください。�

�
●　スマートフォンなどの電子機器類を持っている人は，試験中一切使用を認
めませんので，電源を切って必ずカバンの中にしまうようにしてください。�

成 績 確 認�

学年末になりましたら，その学期の成績開示日を掲示及び修学支援システムに
てお知らせしますので，確認してください。成績開示日になりましたら，前学
期分の「個別成績表」や「成績明細」もしくは修学支援システムの「成績照会」
で各自，確認してください。�
履修登録に際しては，各学科の指示に従い，必ず学生生活担当教員又は履修指
導担当教員（Ｐ２２参照）と相談して，間違いのないように手続きをしてください。�
�

成績評価と単位取得�

成績は，学期末試験，授業中に行う試験，レポート等から総合的に評価されます。�
評価は，次のとおりです。�
�

学業成績に関する申立について�

学業成績が通知された後，その成績判定について疑義がある場合，期間を定め，
口頭又は文書により確認の申立てを行う制度があります。�

不正行為について�

受験中，不正行為を行った場合は，当該学期の全学業成績は無効になります。
さらに，無期停学の処分を受けます。�
レポート作成における不正行為は，退学以下の懲戒処分の対象になることがあ
ります。�
�

2．成績確認を�
    しよう！�

秀�

優�

良�

可�

不可�

評価しない�

90点以上　100点まで�

80点以上　90点未満�

70点以上　80点未満�

60点以上　70点未満�

60点未満�

授業や試験を受けておらず， 評価できない場合�

●　成績は，各科目につき100点をもって満点とします。�
● 「秀，優，良，可」の場合に単位を取得できます。�



Ⅲ�こんな授業もあるよ！�
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1. 他大学との�
　 単位互換�

愛媛大学では，他大学と単位互換協定を結び，他大学の授業科目を履修するこ
とができます。�
�
●　松山大学との単位互換�
　　　・松山大学及び松山短期大学で定められた授業科目を履修することがで

きます。�
　　　・なお，松山大学の検定料，入学料及び授業料は無料です。�
　　　・申請方法等は，次の時期に掲示でお知らせします。�
�
�
�
�
�
●　放送大学との単位互換�
　　　・放送大学で開講するすべての放送及び印刷教材による授業科目のうち，

本学で認めたものを所属学科長の承認印を得て履修することができま
す。�

　　　・なお，放送大学の検定料及び入学料は不要ですが，授業料は必要です。�
　　　・申請方法等は，次の時期に掲示でお知らせします。�
�
�
�
�
�
●　５大学（山形大学，群馬大学，徳島大学，熊本大学，�
　　愛媛大学）との単位互換�
�
　　　・５大学工学部の授業科目を履修することができます。�
　　　・授業料は不徴収ですが，実験・実習等に関する費用を徴収されること

があります。�
　　　・実施予定は，掲示でお知らせします。�
�
�
●　中国・四国国立大学（鳥取大学，島根大学，岡山大学，�
　　広島大学，山口大学，徳島大学，香川大学，愛媛大学）�
　　との単位互換�
�
　　　・８大学９工学部系学部の授業科目を履修することができます。�
　　　・授業料は不徴収ですが，実験・実習等に関する費用は徴収することが

あります。�
　　　・授業科目ごとに人数制限がありますので，必ず受講できるとは限りま

せん。�
　　　・申請方法（受講人数等）については，掲示でお知らせします。�

前　学　期� ２月下旬（授業開始前まで）�

後　学　期� ７月上旬（授業開始前まで）�

前　学　期� 12月上旬�

後　学　期�  6 月下旬�

注意事項�

他大学と単位互換制度で
履修した単位については，
卒業に必要な単位に含ま
れる場合と含まれない場
合がありますので，各コ
ースの教育課程表（履修
の手引）の脚注でよく確
認してください。�
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工学部では，３年次前学期にインターンシップ（愛媛大学と企業等間で行って
いるもの）を開講しています。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
●　インターンシップに行く際は，必ず学研災付帯賠償責任保険またはインタ
ーン賠に加入しなければなりません。�

�
●　インターンシップを履修する場合は，４月から６月頃行われる「事前指導」
を必ず履修する必要があります。�

�
●　インターンシップの履修方法等については，各教育コースの担当教員の指
示に従ってください。�

�

2．インターン�
　 シップ�

● インターンシップとは… ●�

インターンシップでは企業等で，実際に実習・研修的な就業体験を行
います。�
そこでの就業体験から�
・実践的技術感覚を身につける。�
・現場で活動する人々と交わり，その成果を卒業研究活動等に生かす。�
・自己の経験を将来の職業選択に役立たせる。　等�
を目的としています。�

・大学の授業，学校行事，学校施設内にいる間，学校施設外での課外活動又は
その往復において被った傷害が補償されます。�
・通常，入学時に４年間分の加入手続きを済ませていますが，在籍が４年を超
えた場合は，保険期間が切れますので再度加入してください。入学時に手続
きをしておらず，その後加入を希望する場合は教育支援課工学部チームの窓
口で手続きを行ってください。�
・補償内容については，入学手続の際に配付された「学生教育研究災害傷害保
険加入者のしおり」を参考にしてください。�

学生教育研究災害傷害保険（学研災）について�

・大学の授業，学校行事，課外活動（インターンシップ，介護体験活動，教育
実習，ボランティア活動のことであり，運動系のサークル活動や部活動は含
みません。）又はその往復において，他人をケガさせたり，他人のものを損
壊したこと等により，法律上の損害賠償責任を負担することによって被る損
害について補償します。�
・通常，入学時に４年間分の加入手続きを済ませていますが，在籍が４年を超
えた場合は，保険期間が切れますので再度加入してください。入学時に手続
きをしておらず，その後加入を希望する場合は教育支援課工学部チームの窓
口で手続きを行ってください。�
・補償内容については，入学手続の際に配付された「学研災付帯賠償責任保険
加入者のしおり」を参考にしてください。�

学研災付帯賠償責任保険について�

教育支援課工学部チーム�

担  当�担  当�



教育支援課工学部チーム�

担  当�担  当�

教育支援課工学部チーム�

担  当�担  当�

Ⅳ�各種証明書及び各種届出�
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1．大切な学生証�

紛失したときは，
警察へも届け出
てください。�

学生証は，本学の学生であることを証明する唯一のものです。�
学期末試験の受験，諸証明書の申請，図書館，メディアセンター，学割，定期
券の購入等すべてにわたり学生証で確認しますので，学生証を常時携帯してく
ださい。�
学生証の有効期間は入学後４年間です。在籍が４年を超えた場合は更新の手続
が必要です。掲示等で確認を行ってください。�
�
�
�
�
�
�
�
学生証の不具合が起こったら…�
磁気の不良により，証明書の自動発行機等のカードリーダーに学生証が認識さ
れない場合があります。そのような時は工学部チームの窓口まで申し出てくだ
さい。�
�

学生証を紛失，損傷した場合は手数料１，３５０円（税込）
を用意し生協ショップひめかのカウンターで再発行
の申請を行ってください。　　　　　（Ｐ１４参照）�

「学生証再交付願」�

2．授業を欠席�
　 する時は…�

授業を欠席する場合は，本人又は代理人（友達・家族）が授業担当教員に申し
出てください。なお，やむを得ず事前に申し出ることができない場合は事後に
授業担当教員に申し出てください。�
�
　　　　　　　　欠席理由が以下のような場合は「欠席届」に記入し，理由を

証明できる書類を添付して授業担当教員に提出すると，正当
な理由として取り扱われます。�

　　　　　　　　「欠席届」は工学部チームで配布しています。�
　　　　　　　　（１）学校保険法施行規則に定める伝染病による欠席�
　　　　　　　　　　　例：インフルエンザ・はしか等にかかった場合�
　　　　　　　　　　　診断書・薬の処方箋のコピーを添付してください。�
　　　　　　　　（２）親族が死亡した場合�
　　　　　　　　　　　会葬のお礼状などのコピーを添付してください。�
　　　　　　　　　　　（親族によって忌引き日数が決まっています。�
　　　　　　　　　　　　詳しくは下表を見てください。）�

●欠 席 届�

親　族� 日　　　　　数� 備　　　　　考�

配 偶 者�

父　　母�

子�

祖 父 母�

孫�

兄弟姉妹�

７　日�

７　日�

５　日�

３　日�

１　日�

３　日�

（学生が代襲相続し，かつ祭具等
の継承を受ける場合は７日）�

・日数は最長とし，かつ連続する
日とする。�

�
・葬儀のため遠隔の地に赴く場合
にあっては，往復に要する日数
を加えることができる。�

注 意 事 項�
手帳型のスマートフォンケースに入れていた学生証が，スマートフォンの
電波や留め具部分のマグネットの影響で使用できなくなる事例が増加して
います。学生証は，携帯電話と併せて保管すると磁気が壊れて使用できな
くなる場合があります。学生証の保管方法には，十分注意してください。�



教育支援課工学部チーム�
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　　　　　　　　（３）自然災害に遭い授業欠席がやむを得ないと認められる
場合�

　　　　　　　　（４）「教育実習」（応用実習，及び実習校との打合せも含む）�
　　　　　　　　（５）授業として行う「インターンシップ」（受入先との打

ち合わせも含む）に参加した場合�
※その他の理由でも適用される場合がありますので相談してください。�
�
なお，上記以外の理由（病気，ケガ，サークル活動等）は「正当な理由」とし
て取り扱われません。上記以外の理由で欠席した場合であっても事前・事後問
わず，必ず授業担当教員に無断欠席でないことを申し出て下さい。�
�

下記の事由が生じた場合は届出が必要です。各種届出に必要な書類は工学部チ
ームでお配りしています。各種届出は速やかに工学部チームに提出してくださ
い。�
�
�
　（１）学生本人の氏名が変更になったとき�
　　　①氏名変更届を提出してください。�
　　　②学生証の再交付を受けてください。（Ｐ１４参照）�
　（２）保証人の住所，連絡先，氏名が変更になったとき�
　　　①保証書記載事項変更届を提出してください。�
　　　②修学支援システムの情報を訂正してください。�
　（３）保証人が替わったとき�
　　　①保証書を再提出してください。�
　　　②修学支援システムの情報を訂正してください。�
　（４）自宅，下宿先，帰省先（保証人に関係のない）住所や連絡先が変更に

なったとき�
　　　①修学支援システムの情報を訂正してください。�
　�
�
　（１）出発する前�
　　　①海外渡航届（パスポート（写），海外旅行傷害保険証（写）を添付）を

提出してください。�
　（２）帰国したとき�
　　　①海外渡航帰国届を提出してください。�
�
�
　（１）願書を提出する前�
　　　①他大学・他学部受験願を提出してください。（Ｐ１８参照）�
　（２）他大学に合格して退学する場合（他学部に合格した時は必要ありません）�
　　　①退学願を提出してください。�
�
�
　　　　休学願，退学願を提出してください。（Ｐ１５・１７参照）�

3．各　種　届�

●住所や連絡先が変更になったとき�

●外国へ旅行・留学するとき�

●他大学・他学部を受験する場合�

●休学・退学をしたい場合�
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担  当�担  当�

4．各種証明書�

注 意 事 項�

１．証明書発行用パスワードの設定�
　事前に，修学支援システムでパスワードを設定する必要があります。
メニューの「証明書自動発行機パスワード設定」で登録を行ってください。�
２．連絡先の登録�
　証明書自動発行機で証明書を発行するためには修学支援システムに連
絡先を登録しておく必要があります。未登録の方は，メニューの「学籍
情報照会－本人宿所情報」の［電話番号］または［携帯電話］へ登録を
行ってください。�
３．学生証とパスワードを入力�
　　証明書の発行には学生証と１で設定したパスワードが必要です。�

●　学生サービスステーション東フロア（図書館１階）�
●　医学部本館コンコース�
●　農学部本館入口�

証明書自動発行機設置場所�

証明書の種類� 所要日数� 備　　　考�交付場所（P２４参照）�

調 査 書�

単位取得証明書�

通学証明書�

学生証再交付�
（P12参照）�

相当期間�

数　日�

２～３日�

１週間�

大学院を受験する際に必要�
提出先の指定用紙で申し出ること�

各種資格・免許取得のために必要�

バス・電車の定期券購入時に必要�

手数料1，350円（税込）�

教 育 支 援 課�
工学部チーム�

教 育 支 援 課�
工学部チーム�

教 育 支 援 課�
工学部チーム�

生協ショップ�
ひめかカウンター�

証明書の種類� 発行限度枚数� 問合わせ窓口�

在学証明書�
（日本語版及び英語版）�

卒業（修了）見込証明書�
（日本語版及び英語版）�

成績証明書�
（日本語版及び英語版）�

健康診断証明書�

学校学生生徒�
旅客運賃割引証�

  2枚／１日�

  4枚／１日�

  4枚／１日�

10枚／１日�

10枚／１年�

　�

教育支援課工学部チーム�

�

総合健康センター　　　�

学生生活支援課　　　　�

自動発行できる証明書�

※限度数を越えて申請が必要な場合，就職活動または他大学院受験のために厳�
　封した証明書が必要な場合は，自動発行機では発行できませんので，工学部�
　チームで申請してください。発行までに２日（土日祝日除く）かかります。�

その他証明書�

14
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教育支援課工学部チーム�

担  当�担  当�

Ⅴ�「学籍異動」ってどんなこと？�

2．休　　　学�病気その他やむを得ない理由により２か月以上修学することができない場合は，
休学することができます。休学する場合は休学開始前に休学願を工学部チーム
に提出し，「休学許可」を得なければなりません。�
�
�
�
●　休学しようとする場合は，事前に必ず保証人及び学生生活担当教員によく
相談してください。教育支援課工学部チームで「休学願」を受け取り，必
要事項を記入し，保証人及び学生生活担当教員の承認印を得た後，経理調
達課で「授業料納付証明印」及び学生生活支援課で「奨学事務担当者照合
印」を得て，提出してください。�

●　理由が病気・体調不良の場合は医師の診断書を，留学の場合は海外渡航届
（Ｐ１３参照）を添付して，提出してください。その他の場合は詳細な理由を
書いて提出してください。�

●　休学が許可されると，「休学許可書」を送付します。�
�
�
�
●　期間は１年を超えることができませんが，特別の事情がある場合は，１年
を限度として延長を許可される場合があります。�

●　２か月以上休学した場合は，その期間は修業年限に算入されません。�
●　休学した期間は，在学期間に算入されません。また，休学した期間は，通
算して４年を超えることができません。�

●　休学期間中は，授業及び試験は受けられません。�
●　各種証明書は発行することができます。自動発行機で発行するか，教育支
援課工学部チームの窓口へ申請してください。�

1．在 学 期 間�４年間�
ただし，休学，停学が２か月以上にわたる場合は，
その休学・停学期間を自己の在学期間に算入でき
ません。�
�
卒業までの最短在学期間の２倍の年数を超えること
はできません。�
再入学・転入学・転学科・編入学の制度により入学を
許可された場合は，それぞれの場合の在学すべき年
数の２倍に相当する年数を超えることはできません。�

�
（例）第３年次編入学 → 編入学後，本学において在学すべき年数２年×２倍�
　　　　　　　　　　　　＝最長在学期間４年間�

３年半で卒業できる制度があります。�
履修の手引を確認してください。�卒業までの最短在学期間�

卒業までの最長在学期間�

休学の手続について�

休学の留意点について�
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休学�
期間�

休学開始日� 授　　業　　料� 備　　　　　考�

３月末までに休学願を提出�

４月末までに休学願を提出�

�

９月23日までに休学願を提出�

10月末までに休学願を提出�

�

３月末までに休学願を提出�

４月末までに休学願を提出�

  4/  1�

  4/  2～  4/30�

  5/  1 以降�

  9/24�

  9/25～10/31�

11/  1 以降�

  4/  1�

  4/  2～  4/30�

  5/  1～  9/23

前学期分全額免除�

１か月分納付（５か月分免除）�

全額納付（免除なし）�

後学期分全額免除�

１か月分納付（５か月分免除）�

全額納付（免除なし）�

前・後学期分全額免除�

１か月分納付（11か月分免除）�

後学期分全額免除�
※前学期分は全額納付（免除なし）�

前
学
期�

（
６
ヶ
月
）�

後
学
期�

（
６
ヶ
月
）�

前
・
後
学
期�

（
１
　
年
）�

休学する場合の授業料の取扱いについて�

提出期限を過ぎて休学願を提出すると授業料を納付しなければなりません。�
※クォーターで休学する場合の授業料の取扱い�
　学期開始前又は授業料納付期限（前学期４月３０日，後学期１０月３１日）までに�
　休学が許可された場合は，１日も在学しない月の授業料は免除されます。�
　授業料納付期限後に休学が許可された場合は，当該学期の授業料は全学納付�
　する必要があります。�

● 「休　学　願」 ●�
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教育支援課工学部チーム�

担  当�担  当�

3．復　　　学�●　休学期間が満了して復学するときは，休学期間満了日までに教育支援課工
学部チームまで「復学届」を提出してください。�

�
●　休学期間中に休学理由が消滅し復学するときは，所定の「復学願」を教育
支援課工学部チームへ提出してください。この場合，復学した月から当該
学期末までの授業料を納付しなければなりません。�

�

教育支援課工学部チーム�

担  当�担  当�

4．退　　　学�
●　退学しようとする場合は，事前に必ず保証人及び学生生活担当教員によく
相談してください。教育支援課工学部チームで，所定の「退学願」を受け
取り，必要事項を記入し，保証人及び学生生活担当教員の承認印を得た後，
経理調達課で「授業料納付証明印」及び学生生活支援課で「奨学事務担当
者照合印」を得て，提出してください。�

●　理由が病気・体調不良の場合は医師の診断書を添付して，提出してくださ
い。その他の場合は詳細な理由を書いて提出してください。�

�
�
�
　①　退学を願い出る場合は，必ずその学期の授業料を納付していなければな

りません。�
　　　　　前学期末（９月２３日）退学　－　後学期分授業料は免除�
　　　　　後学期末（３月 末 ）退学　－　次年度前学期分授業料は免除�
　②　学期末（９月・３月）は早めに願い出てください。�
　　　次学期に入るとその学期の授業料（全額）を納付しなければ退学できま

せん。�
�

5．除　　　籍�●　「愛媛大学学則」（第４５条）により，下記事項に該当する場合は，学則に基
づき除籍になります。�

　①　在学期間超過（P１５参照）�
　②　休学期間（４年）を超えてなお復学できない�
　③　長期にわたり行方不明�
　④　授業料納付の義務を怠る�
　⑤　入学料の免除又は徴収猶予を願い出て，免除もしくは徴収猶予が不許可

になった場合又は半額免除が許可になった場合に，納付すべき入学料を
所定の期日までに納付していない�

6．再入学制度�●　経済的理由や病気などで退学・除籍した場合，この制度を利用して再入学
できます。�
詳しくは愛媛大学工学部における再入学に関する規定�
愛媛大学規則集  http://kiteisv.office.ehime-u.ac.jp/iddesk/  第09編�
学部等〉第06章　工学部〉13◎愛媛大学工学部における再入学に関する
取扱規程.pdf）をご覧ください。�

退学する場合の授業料の取り扱い�

退学の手続きについて�
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7．他大学（他�
　 学部）受験�

他大学に入学を志願するとき又は本学の他の学部に改めて入学を志願するとき
は，受験許可を得てください。�
�
●　他大学他学部受験願に，必要事項を記入の上，保証人及び学生生活担当教
員の承認印を得て，教育支援課工学部チームの窓口に提出してください。�

●　受験許可書の発行には約１週間程度かかります。手続きが遅れると，出願
先の締め切りに間に合わないことがありますので，受験を希望される場合
はなるべく早く他大学他学部受験願を提出してください。�

●　合格発表後，結果を教育支援課工学部チームへお知らせください。�
�
合格後の手続について�
他大学への入学が決まった場合�
　退学願を教育支援課工学部チームへ提出してください。�
本学の他学部への編入学が決まった場合�
　他学部編入届を教育支援課工学部チームへ提出してください。�

「愛媛大学学則」（第４２条）に基づき，留学を許可されることがあります。�
●　国際交流協定締結大学等について�
愛媛大学では，国際間の相互理解と友好親善を増進するために国際交流を
積極的に推進しています。詳細については，「学生生活の手引」を参照し
てください。�

�
●　留学する場合は，海外渡航届（P１３参照）を出して下さい。�

8．留　　　学�

● 「他大学　他学部　受験願」 ●�
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10．工学科�
　  転コース�

「愛媛大学学則」（第３９条）及び「工学部における転学部及び転学科に関する
内規」に基づき，転学部・転学科を許可されることがあります。�
�
�
　�
　・詳細については，各学部（希望転学先）の学務チームに問い合わせてくだ
さい（願書等は，希望転学先のものを使用します）。�

�
�
�
�
　・転教育コースの時期は２年次以降の学期始めです。�
　・詳しい時期，出願方法は，掲示でお知らせします。�
　・コースごとに卒業要件に必要な科目が異なるため，転コースをする場合は，
コース長に相談をするようにしてください。�

転 学 部�

工学科転教育コース�

9．転　学　部�
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Ⅵ�授業料と奨学金について�
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1．授業料納付�

2．授業料免除�
　 及び徴収猶予�

授業料納付の期間を過ぎ
ると，本人及び保証人へ
の督促があり，それでも
納付がない場合は，前学
期分については７月１日
付登学停止・８月１日付
除籍，後学期分について
は１月１日付登学停止・
２月１日付除籍となりま
すので，滞納しないよう
に注意してください。�

授業料納付義務�

４月・９月に掲示によって「納入通知」があります。�
授業料は２期に区分し（入学時については１年分納入可），原則として，手続き
をした銀行口座からの自動引落しで納付することになっています。�
�
　授業料引落日�
●　前学期（４月１日～９月２３日）分　　　　４月下旬�
●　後学期（９月２４日～翌年３月３１日）分　　１０月下旬�

授業料の免除及び徴収猶予を希望する場合は，学生生活支援課学生生活支援チ
ームで相談してください。�
�
�
下記の条件に該当する場合は，本人の申請に基づき選考の上，原則として１年
分の授業料の全額又は半額を免除されることがあります。�
●　経済的理由によって授業料の納入が困難であり，かつ学業成績が優秀と認
められる者�

●　納付期前６か月以内（新入生については入学前１年以内）に学資負担者が
死亡又は本人若しくは学資負担者が風水害の災害を受けた者�

　�
　�
原則として年１回（在学生は３月下旬，新入生は４月上旬）実施します。�
�
�
�
下記の条件に該当する場合は，本人の申請に基づき，当該学期分の授業料の徴
収が猶予されることがあります。�
●　経済的理由によって納付期限までに授業料納付が困難な者�
●　本人又は学資負担者が災害を受けたため，納付期限までに授業料の納付が
困難であると認められる者�

●　やむを得ない事情があると認められる者�
　�
　�
年２回前期分（在学生は３月下旬，新入生は４月上旬）と後期分（９月下旬）
に実施します。�
�

注 意 事 項�
・引落日は年度によって変更がありますので，掲示で確認してください。�
・引落日の前日までに，必ず引落口座に入金してください。�
・授業料の引落口座の変更がある場合は，学生生活支援課学生生活支援チ
ーム，または教育支援課工学部チームで所定用紙に記入し，提出してく
ださい。�

授 業 料 免 除�

授業料徴収猶予�

授業料徴収猶予申請の受付�

授業料免除申請の受付�
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3．奨　学　金�

本学で取り扱っている奨学金は，主に日本学生支援機構の奨学金です。その他
にも財団法人及び地方公共団体の奨学金があります。�
奨学金を希望する場合は，学生生活支援課学生生活支援チームで相談してくだ
さい。�

※財団法人奨学金及び地方公共団体奨学金については，財団等によって募集時
期が異なりますので，奨学金掲示板で確認してください。�

（給付型奨学金）�
募集・申請については出身高校等で行っています。採用候補者となった新入生
は，既に学生生活支援課からの通知により手続きをとられているかと思います
が，不明点がある方は，学生生活支援課窓口で相談してください。�

注 意 事 項�
奨学金関係のご案内は，すべて学生生活支援課掲示板で行います。見落し
のないよう注意してください。（Ｐ２５参照）�

種　　類� 申請説明会日時�貸与月額� 学力基準�

第一種奨学金�
（無利子）�
・特に優秀であって，
経済的理由により著し
く修学困難であると認
定された者�

自宅通学者�
２万，３万，
4.5万から選択�
自宅外通学者�
２万，３万，�
４万，5.1万か
ら選択�

１年次：�
調査書評定平均3.5以上�
２年次以上：�
ＧＰＡが学部の中で上
位３分の１以内の成績，
かつ標準修得単位数を
修得していること�

第二種奨学金�
（有利子）�
・優秀であって，経済
的理由により修学困難
であると認定された者�

 ２万，３万，�
 ４万，５万，�
 ６万，７万，�
 ８万，９万，�
10万，11万，�
12万から選択�
�

学力が平均水準（※）
以上であること�

入学時特別増額�
（有利子）�
・第一種又は第二種と
同時の申込が必要です。�

10万，20万，
30万，40万，
50万から選択�
【初回振込日に
一括】�

４月中旬�
（申請説明会日
時等は奨学金掲
示板によってお
知らせします。）�

（※）１年次においては，入学をもって平均水準以上と認める。�
　　２年次以上においては，標準修得単位数以上の単位を取得していること。�

　　　　　　　　　　  本人の所属する学部（学科）の卒業単位数�
　　標準修得単位数＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　×修了している年次�
　　　　　　　　　　　　　　　　所定の修業年限�

独立行政法人日本学生支援機構奨学金�

その他の奨学金�

（貸与型奨学金）※貸与終了後，必ず返還しなくてはなりません。�



Ⅶ 困ったときは…

　みなさんは，４年間の学生生活の中で，学習や課外活動のこと，経済的な問
題，進路のことなど，多くの悩みに直面するかもしれません。そのような悩み
や疑問等について相談できるよう，学生生活担当教員制度が設けられています。
　みなさんの所属する学科の教員から担当教員が決まりますので，いつでも気
軽に相談してください。また，休学，退学などの学籍異動をする場合は，学生
生活担当教員の承認印や所見が必要です。
　学生生活担当教員とは別に，履修指導担当教員を設けています。

◆　入学時に配付された「学生生活担当教員表」で，確認し，下表
に記入してください。

◆　学生生活担当教員との交流
新入生のみなさんが大学生活及び修学の相談等に慣れることを目的として，
オリエンテーション等を行います。これらの行事は，学生生活担当教員と
みなさんとのコミュニケーションの場ともなります。

1．学生生活
    担当教員制度
    を利用しよう

2．学科長・
　 履修指導
　 クラス担任・
　 教育コース長

他学部・他教育コースの授業を受講する際又就職活動の際の必要書類等に，次
の教員の承認印が必要です。
毎年度交替がありますので，年度始め（４月）には，掲示等で確認し，下表に
記入してください。

平成31年度入学 氏 　 　 名
学 生 番 号学 科 名

学生生活担当教員名 教 員 部 屋 番 号
１　　　年
２　　　年
３　　　年
４　　　年

学　　科　　長 履修指導クラス担任

１　　年　　次

学　　科　　長 教 育 コ ー ス 長

２　　　　　年

３　　　　　年

４　　　　　年



3.学生の
   相談窓口

　バリアフリー推進室では，「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法
律」に則り，障害のある学生，学生生活を送る上で困難性のある学生を対象に，
合理的配慮の提供を行っています。
　合理的配慮の提供を希望する方は，合格確定後に，バリアフリー推進室に面
談の予約をお願いいたします。入学手続き完了後に，バリアフリー推進室の担
当者（必要に応じて学部の教職員が同席することもあります）と面談を行い，
就学の際に必要な合理的配慮を，本人の意思表明を尊重し決定します。障害者
手帳等を未取得の方で，学生生活を送る上で困難性のある方も，支援の対象と
なるケースもあります。
　合理的配慮を受けるために必要な申請書等の書類，支援対象となるかどうか
等のお問い合わせは，お気軽にバリアフリー推進室まで連絡をお願いします。

■合理的配慮が必要な学生の相談窓口

■提供している合理的配慮の例

（1）学生生活の相談窓口

学生何でも
　　相談窓口

ＷＥＢ何でも
　　相談窓口

総合健康
　　センター

人権問題
　　相談窓口

スタディ・
ヘルプ・デスク

就職支援課

学生生活全般

学生生活全般

健　康　相　談

人権問題全般

学習相談
自習教材の提供

進路・就職全般

学 生 生 活
支　援　課

学 生 生 活
支　援　課

総 合 健 康
セ ン タ ー

就 業 環 境
推　進　室

学 生 支 援
セ ン タ ー

就職支援課

随　時

089－927－9099
nandemo@stu.ehime-u.ac.jp

※「大学のホームページ」を利用してください。
https://campus.ehime-u.ac.jp/
ewise/soudan/index.asp

089－927－9193
http://info.ehime-u.ac.jp/kenko/
s_kenko@stu.ehime-u.ac.jp

089－927－9036
sodan2@stu.ehime-u.ac.jp

089－927－8909
nandemo@stu.ehime-u.ac.jp

089－927－9164
career@stu.ehime-u.ac.jp

  8：30

17：00
〜

8：30～17：00
（受付）
8：30～16：30

随　時

12：50

17：50
〜

  8：30

17：15
〜

相談窓口 担　当
時　間

（土，日，祝日
を除く）　　

電話番号
E-mail/ホームページアドレス相談内容

個々の特性に合わせた支援を行います。
事前に面談を行い，それぞれに合った
支援を決定しますので，詳細はお気軽
にお問い合わせください。

聴 覚 障 害

視 覚 障 害

肢体不自由

発 達 障 害

精 神 障 害

病　虚　弱
そ　の　他

障害種別 障　　害　　名 提供している合理的配慮の例

聾・難聴等

全盲・弱視・色覚障害等

上肢・下肢肢体不自由等

過敏性腸症候群
性同一性障害等

自閉症スペクトラム
（アスペルガー症候群・
　高機能自閉症を含む）
ADHD等

文字通訳（手書き・パソコン）
手話通訳・代筆支援等

点訳・代読・資料のデジタル化
学内の移動介助等

代筆支援
学内の移動介助等

相談窓口：バリアフリー推進室
場　所：共通講義棟北別館（教育学部４号館）１階
時　間：8：30～17：15（土・日・祝日除く）
連絡先：TEL/FAX：089－927－8114
E-mail:bfree@stu.ehime-u.ac.　WebPage:http://bfree.office.ehime-u.ac.jp/



Ⅷ どこにいけばいいの？

1.窓　　　口

2.掲　　　示

（対応時間　８：３０～１７：１５）

みなさんへの通知・連絡事項（休講・教室変更・学生呼出・授業に関すること等）は全て掲示で行います。
必ず掲示板を見るように習慣づけ，見落としのないように注意してください。電話での問い合わせには応じ
られません。なお，電子掲示板の休講情報は，携帯電話からも見ることができます（P３１参照）。

掲　　示　　板 設　置　場　所
工　学　部　　　　掲　示　板

学生サービスステーション東側フロア
（中央図書館1階）

学生サービスステーション東側フロア
（中央図書館1階）

学生サービス
ステーション
西側フロア

（中央図書館1階）

工　学　部
各学科
（コース）
事務室

教育支援課
工学部チーム

学生生活
支援課

教育支援課
共通教育チーム

就職支援課 Ｐ25の「窓口配置図」を参照

機械工学科
機械工学コース　知能システム学コース

本館２階
S207号室
本館２階
S207号室

２号館２階

本館２階
S207号室
本館２階
S208号室
４号館３階
305号室

電気電子工学科
電気電子工学コース
環境建設工学科
社会基盤コース　社会デザインコース
機能材料工学科
材料デザイン工学コース
応用化学科
化学・生命科学コース
情報工学科
コンピュータ科学コース　応用情報工学コース

学生生活支援
チーム

課外教育支援
チーム

奨学金関係

授業料免除関係

課外活動関係

☎089－927－9690

☎089－927－9168

☎089－927－9169

☎089－927－9156

☎089－927－8911

☎089－927－9164

kougakum@stu.ehime-u.ac.jp

syougaku@stu.ehime-u.ac.jp

menjo@stu.ehime-u.ac.jp

kagai@stu.ehime-u.ac.jp

shokyotu@stu.ehime-u.ac.jp

career@stu.ehime-u.ac.jp

図書館北側，工学部本館1Ｆ
総合研究棟2　　2階中央フロア
工学部　本  館　4階404号室東横
総合研究棟2　　2階中央フロア
工学部　2号館　5階507号室斜め前

工学部　2号館　2階210号室学生自習室横

工学部　2号館　1階110号室向かい・横

工学部　1号館　1階玄関フロア
工学部　3号館　1階玄関フロア

工学部　4号館　3階305号室隣

機械工学科
機械工学コース　知能システム学コース
電気電子工学科
電気電子工学コース
環境建設工学科
社会基盤コース　社会デザインコース
機能材料工学科
材料デザイン工学コース
応用化学科
化学・生命科学コース
情報工学科
コンピュータ科学コース　応用情報工学コース

掲示板

掲示板

掲示板

掲示板

掲示板

掲示板

各
学
科
掲
示
板

☎089－927－9743

☎089－927－9792

☎089－927－9850

☎089－927－9905

☎089－927－9950

☎089－927－9972

窓　　口 電　話　番　号場　　　　　　　所
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窓 口 配 置 図�



教　室　名� 階�

ＥＬ11（リフレッシュルーム）�

ＥＬ12（多目的ルーム）�

ＥＬ１３�

ＥＬ14（多目的ルーム）�

ＥＬ１５�

ＥＬ１６�

ＥＬ２１�

ＥＬ２２�

ＥＬ２３�

ＥＬ２４�

ＥＬ25（リフレッシュルーム）�

ＥＬ２６�

ＥＬ３１�

ＥＬ３２�

ＥＬ３３�

ＥＬ34（コンピューター室）�

ＥＬ３５�

ＥＬ41（多目的ルーム）�

ＥＬ42（多目的ルーム）�

ＥＬ４３�

ＥＬ４４�

ＥＬ４５�

１　階�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

２　階�

〃�

〃�

〃�

〃�

〃�

３　階�

〃�

〃�

〃�

〃�

４　階�

〃�

〃�

〃�

〃�

共通講義棟Ｃ�

教　室　名�

Ｅ２２１�

階�

２　階�

２号館�

教　室　名�

Ｅ０１１�

階�

１　階�

本　館�

教　室　名�

Ｅ４１１�

Ｅ４２１�

階�

１　階�

２　階�

４号館�

教　室　名�

Ｅ５３１�

Ｅ５５１�

Ｅ５７１�

Ｅ５９１�

階�

３　階�

５　階�

７　階�

９　階�

５号館�

（教室の見かた）�
Ｅ○△□�
Ｅ……Engineeringの頭文字�
○……建物を表す。�
　　　　共通講義棟Ｃ：Ｌ、本　館：０、�
　　　　２号館：２、４号館：４、５号館：５�
△……階数�
□……教室番号�

Ⅸ�教室はこちら！�

26

教室一覧�
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共通講義棟Ｃ・教室配置図�



Ⅹ�教員はこちら！（平成３１年4月現在）�

28

機械工学コース・知能システム学コース�

教員のメールアドレスは，工学部HP（https://www.eng.ehime-u.ac.jp/faculty/）に掲載されています。�

電気電子工学コース�



材料デザイン工学コース�

（平成31年4月現在）�

コンピュータ科学コース・応用情報工学コース�
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化学・生命科学コース�

（平成31年4月現在）�

社会基盤工学コース・社会デザインコース�



★�さらに詳しく知るには…�

31

WEBからの情報検索�
愛媛大学HP　大学生活�
�

修学支援システム�
修学支援システムは携帯電話からも�
利用できます。�
携帯電話機能には，「休講情報」「補講情報」「時間
割変更情報」「教室変更情報」「講義連絡」「メッセ
ージ」「お知らせ」「落し物」「アンケート」のメニ
ューがあります。�
アドレスおよび，QRコードは次のとおりです。�
�

「学生生活の手引（キャンパスガイド）」�

入学時に配付されるこの冊子には…�
健康管理・課外活動・学内施設・奨学金・図書館・総合情報メディアセンターのこと等，�
学生生活全般について詳しく記載されています。�

https://www.ehime-u.ac.jp/campus_life/

https://campus.ehime-u.ac.jp/portal/LogIn.aspx
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